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登
録
の
な
い
農
薬
の
使
用
や

基
準
違
反
に
は
罰
則
が
科
さ

れ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
農
薬

取
締
法
第
24
条
、
同
第
47

条
）。

　

ラ
ベ
ル
で
作
物
名
を
確
認

す
る
際
は
、
個
別
の
作
物
名

で
な
く
て
も
、
似
て
い
る
い

く
つ
か
の
作
物
を
ま
と
め
た

「
作
物
郡
登
録
」
で
登
録
の

作
物
名
が
あ
れ
ば
、
使
用
で

き
る
。
ラ
ベ
ル
確
認
の
中
で

も
特
に
注
意
す
べ
き
点
と
し

て
、
作
物
名
の
取
り
違
え
が

挙
げ
ら
れ
る
。
名
称
が
似
て

い
て
も
農
薬
登
録
で
は
別
の

作
物
と
し
て
扱
わ
れ
る
例
が

あ
り
、
例
え
ば
ト
マ
ト
と
ミ

ニ
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
と
と

う
が
ら
し
類
、
レ
タ
ス
と
リ

ー
フ
レ
タ
ス
な
ど
は
、
そ
れ

ぞ
れ
使
用
方
法
や
使
用
回
数

が
異
な
る
場
合
が
あ
る
。
収

穫
物
の
大
き
さ
や
形
態
、
収

穫
部
位
な
ど
に
よ
り
農
薬
残

留
量
が
異
な
り
区
分
さ
れ
て

い
る
た
め
、
慣
習
的
な
呼
び

方
で
「
だ
ろ
う
」
と
判
断
す

る
の
で
は
な
く
、
ラ
ベ
ル
表

示
を
基
準
に
判
断
す
る
こ
と

が
重
要
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
不
安
に
思
う
と
き
は

製
品
記
載
の
問
合
せ
先
な
ど

に
問
合
せ
す
る
よ
う
求
め
て

い
る
。

　

ま
た
、
農
薬
の
使
用
時
に

は
、
必
要
な
薬
量
を
正
確
に

計
量
し
、
適
切
に
希
釈
し
て

散
布
液
を
調
製
す
る
こ
と
も

求
め
ら
れ
る
。
薬
量
不
足
は

防
除
効
果
の
低
下
に
つ
な
が

り
、
過
剰
使
用
は
薬
害
や
残

留
リ
ス
ク
を
高
め
る
た
め
、

圃
場
面
積
や
作
物
の
生
育
状

況
に
応
じ
た
適
量
の
調
整
が

不
可
欠
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
農
薬
使
用
に
伴

う
重
要
な
注
意
点
と
し
て
、

飛
散
防
止
へ
の
配
慮
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
農
薬
は
散
布

方
法
や
風
の
影
響
に
よ
っ
て

薬
剤
が
周
囲
に
飛
散
す
る
可

能
性
が
あ
り
、
近
隣
の
農
作

物
へ
の
影
響
や
住
宅
地
へ
の

飛
散
、
住
宅
地
で
は
人
体
や

ペ
ッ
ト
へ
の
影
響
な
ど
が
懸

念
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
ラ

ベ
ル
に
基
づ
く
使
用
基
準
の

遵
守
に
加
え
、
飛
散
を
抑
え

る
た
め
の
具
体
的
な
行
動
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
風
が
強
い
場
合

に
は
散
布
を
中
止
ま
た
は
延

期
し
、
風
の
弱
い
時
間
帯
を

選
ん
で
作
業
を
行
う
こ
と
が

基
本
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
散

布
前
の
準
備
と
し
て
は
、
周

辺
環
境
の
確
認
と
事
前
の
情

報
共
有
も
重
要
な
要
素
と
さ

れ
て
い
る
。
近
隣
農
家
と
農

薬
散
布
の
予
定
や
使
用
薬
剤

に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
う

ほ
か
、
公
園
や
樹
木
に
散
布

す
る
場
合
は
、
周
辺
住
民
へ

回
覧
板
な
ど
で
事
前
通
知
を

実
施
す
る
な
ど
の
対
応
が
求

め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
取
り

組
み
は
、
農
薬
使
用
に
対
す

る
理
解
促
進
に
も
つ
な
が
る

と
さ
れ
て
い
る
。

　

加
え
て
、
飛
散
し
に
く
い

剤
型
（
水
稲
で
は
育
苗
箱
施

用
剤
の
粒
剤
、
フ
ロ
ア
ブ
ル

剤
、
畑
作
で
は
野
菜
セ
ル
苗

灌
注
処
理
や
定
植
穴
散
布
）

や
ド
リ
フ
ト
低
減
ノ
ズ
ル
の

利
用
（
飛
散
量
を
数
分
の
１

に
低
減
）、
飛
散
防
止
カ
バ

ー
な
ど
、
技
術
的
な
工
夫
も

重
要
で
あ
る
。
そ
の
他
の
対

策
と
し
て
、
緩
衝
帯
の
設
置

や
飛
散
防
止
ネ
ッ
ト
も
挙
げ

て
い
る
。

　

ま
た
、
使
用
者
の
安
全
を

守
る
た
め
の
保
護
具
も
重
要

だ
。
ラ
ベ
ル
に「
不
浸
透
性
」

と
記
載
が
あ
る
場
合
は
、
農

薬
が
浸
透
、
透
過
し
な
い
素

材
で
作
ら
れ
た
特
別
な
手
袋

や
防
護
衣
を
着
用
す
る
。
マ

ス
ク
は
国
家
検
定
に
合
格
し

た
も
の
を
正
し
く
付
け
る
こ

と
が
大
切
だ
。

　

ま
た
、
散
布
機
や
タ
ン
ク

の
洗
浄
を
適
切
に
行
い
、
洗

浄
水
が
河
川
な
ど
に
流
入
し

な
い
よ
う
配
慮
す
る
ほ
か
、

空
容
器
や
空
袋
は
圃
場
に
放

置
せ
ず
、
地
域
の
ル
ー
ル
に

従
っ
て
処
理
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
使
用
し
た
農
薬

の
種
類
や
散
布
方
法
、
気
象

条
件
な
ど
を
記
録
す
る
こ
と

が
、
次
回
以
降
の
改
善
や
管

理
精
度
の
向
上
に
つ
な
が
る

と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
対
策
に
つ
い
て

は
ク
ロ
ッ
プ
ラ
イ
フ
ジ
ャ
パ

ン
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
詳
し

く
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、注
文
も
受
付
け
る
。

６
月
か
ら
安
全
防
除
推
進
月
間

６
月
か
ら
安
全
防
除
推
進
月
間

ラ
ベ
ル
確
認
を
徹
底

再
評
価
制
度
で
重
要
性
増
す

　

農
林
水
産
省
な
ど
が
推
進
す
る
「
農
薬
危
害
防
止
運
動
」
が
、
６
月
1
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
。

今
年
は
「
使
用
前
、
周
囲
よ
く
見
て
、
ラ
ベ
ル
見
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
ラ
ベ
ル
確
認
や
保
管
管
理
の
徹
底
と
い
っ
た

基
本
動
作
の
重
要
性
を
改
め
て
訴
え
る
。
近
年
の
事
故
分
析
で
は
、
多
く
が
「
ラ
ベ
ル
を
よ
く
見
て
い
な
い
」
こ
と

に
起
因
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
制
度
面
で
は
再
評
価
制
度
の
本
格
化
に
よ
り
登
録
変
更
や
適

用
条
件
の
見
直
し
も
進
む
中
、
現
場
で
は
従
来
以
上
に
適
正
使
用
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

農
林
水
産
省
な
ど
が
毎
年

６
〜
８
月
に
実
施
す
る
「
農

薬
危
害
防
止
運
動
」
は
、
農

薬
使
用
の
ピ
ー
ク
期
に
合
わ

せ
て
、
安
全
か
つ
適
正
な
使

用
の
徹
底
を
呼
び
掛
け
る
取

り
組
み
だ
。
昭
和
期
か
ら
続

く
も
の
で
、
農
水
省
、
厚
生

労
働
省
、
環
境
省
、
都
道
府

県
、
関
係
団
体
な
ど
が
連
携

し
て
実
施
し
て
い
る
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
使
用

前
、
周
囲
よ
く
見
て
、
ラ
ベ

ル
見
て
」。
農
水
省
に
よ
る

と
、
人
身
事
故
や
環
境
被
害

の
多
く
は
、
ラ
ベ
ル
の
未
確

認
や
保
管
・
使
用
上
の
基
本

事
項
の
不
徹
底
と
い
っ
た
ヒ

ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
に
よ
る
も

の
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、

土
壌
く
ん
蒸
剤
は
直
ち
に
被
覆

誤
飲
防
止
の
た
め
、適
切
な
保
管
を

防
護
メ
ガ
ネ
、マ
ス
ク
、手
袋
、長
靴

　

農
薬
危
害
防
止
運
動
実
施

要
綱
で
は
、
運
動
の
具
体
的

な
指
導
項
目
な
ど
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
土
壌
く
ん
蒸

剤
に
つ
い
て
の
注
意
喚
起
も

強
化
さ
れ
た
。
農
水
省
に
よ

る
と
、
主
な
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
土
壌
く
ん
蒸
剤
ク
ロ
ル

ピ
ク
リ
ン
に
つ
い
て
は
事
故

が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

使
用
後
は
施
設
内
で
あ
っ
て

も
速
や
か
に
被
覆
し
、
臭
気

が
残
る
間
は
立
ち
入
ら
な
い

こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

条
約
で
対
象
物
質
に
追
加
さ

れ
た
ク
ロ
ル
ピ
リ
ホ
ス
は
国

内
で
も
使
用
禁
止
農
薬
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。
既
に
登
録
は
失
効
し

て
い
る
が
、
農
家
に
残
存
し

て
い
る
場
合
が
あ
る
た
め
、

メ
ー
カ
ー
に
よ
る
自
主
回
収

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
Ｊ
Ａ

や
販
売
店
へ
の
持
ち
込
み
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
試
験
研
究
目

的
で
登
録
を
受
け
て
い
な
い

農
薬
を
使
用
し
た
場
合
、
作

物
は
販
売
せ
ず
適
切
に
廃
棄

す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
点

も
改
め
て
周
知
さ
れ
た
。

　

農
水
省
で
は
「
防
護
装
備

の
着
用
や
ラ
ベ
ル
確
認
な

ど
、
基
本
を
守
れ
ば
防
げ
る

事
故
が
多
い
」と
指
摘
す
る
。

再
評
価
制
度
の
進
展
に
よ
り

安
全
対
策
は
よ
り
具
体
化
し

て
い
る
が
、
そ
の
前
提
と
な

る
の
は
適
正
使
用
の
徹
底
だ
。

　

な
お
、
昨
今
は
、
水
を
ほ

と
ん
ど
張
ら
な
い
「
節
水
型

乾
田
直
播
」
な
ど
の
新
た
な

栽
培
方
法
に
取
り
組
む
生
産

者
も
増
え
て
い
る
。
除
草
剤

の
対
応
が
課
題
と
な
る
が
、

農
水
省
で
は「「
直
播
水
稲
」

の
記
載
が
あ
る
農
薬
は
、
水

田
に
お
け
る
湛
水
状
態
と
い

う
慣
行
栽
培
で
行
わ
れ
た
試

験
結
果
を
元
に
残
留
濃
度
等

右は農水省ポスター、左はクロルピクリン工業会作成ポスター

　

毎
年
の
よ
う
に
、
保
管

管
理
の
不
良
に
よ
る
誤
飲

・
誤
食
事
故
が
起
き
て
い

る
。
人
に
対
す
る
農
薬
事

故
の
な
か
で
は
、
原
因
別

で
最
も
多
い
。

　

発
生
件
数
の
推
移
を
み

る
と
、
令
和
２
年
度
は
８

件
、
３
年
度
は
６
件
、
４

年
度
は
４
件
、
５
年
度
は

９
件
、
６
年
度
は
５
件
と

推
移
し
な
が
ら
、
依
然
と

し
て
な
く
な
ら
な
い
。
な

ぜ
か
。
背
景
の
一
つ
と
し

て
指
摘
さ
れ
る
の
が
、
残

っ
た
農
薬
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
へ
の
移
し
替
え

だ
。
保
管
場
所
の
整
理
な

ど
、
現
場
の
事
情
も
あ
る

の
だ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。

　

し
か
し
ひ
と
た
び
別
容

器
に
移
せ
ば
、
従
業
員
や

家
族
な
ど
の
第
三
者
が
誤

っ
て
口
に
す
る
危
険
が
高

ま
る
の
で
絶
対
に
行
わ
な

い
。

　

ま
た
、
熱
中
症
か
農
薬

な
の
か
、
主
要
原
因
が
判

別
で
き
な
い
事
例
も
あ
る

と
い
う
。

　

今
年
も
猛
暑
の
日
々
が

予
想
さ
れ
る
。
命
は
一
つ

し
か
な
い
。
農
機
、
農
薬

の
安
全
作
業
に
努
め
て
、

秋
の
収
穫
を
祈
り
た
い
。

毎
年
発
生
す
る
誤
飲・誤
食

クロップライフジャパンが作成しているリーフレット

ラ
ベ
ル
の
読
み
方
な
　

　
ど

リ
ー
フ
レ
ッ
ト

で

解

説

近
隣
と
の
情
報
交
換
も

農
薬
散
布
の
安

全
と
基
本
徹
底

防除機の確実な操作を
日本農業機械工業会 防除機部会から

　

農
薬
危
害
防
止
運
動
の
実

施
に
あ
た
り
、
農
薬
の
安
全

か
つ
適
正
な
使
用
の
重
要
性

が
一
層
、高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

農
薬
に
よ
る
防
除
に
お
い

て
は
、「
適
期
、適
量
、均
等
、

安
全
、
固
着
」
が
重
要
な
要

素
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を

確
実
に
実
現
す
る
た
め
に

は
、
適
期
防
除
を
可
能
と
す

る
防
除
機
の
適
正
な
点
検
・

整
備
と
、
確
実
な
操
作
の
徹

底
が
重
要
で
あ
り
、
効
率
的

で
安
定
し
た
作
業
の
基
盤
と

な
り
ま
す
。
加
え
て
、
防
除

作
業
に
お
い
て
は
周
辺
へ
の

安
全
配
慮
が
強
く
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

農
薬
の
飛
散
防
止
の
観
点

か
ら
も
、
防
除
機
の
適
正
な

使
用
は
不
可
欠
で
あ
り
、
飛

散
低
減
ノ
ズ
ル
の
活
用
に
加

え
、
風
向
・
風
速
の
確
認
、

適
切
な
散
布
条
件
の
選
定
等

に
よ
り
、
周
辺
住
民
や
隣
接

圃
場
へ
の
影
響
を
最
小
限
に

抑
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
例
年
、
防
除
作
業
中

繰
り
返
し
注
意
喚
起
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
中
、
今
回
の
運

動
で
は
制
度
面
で
の
変
化
へ

の
対
応
も
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
。
２
０
１
８
年
の
農

薬
取
締
法
の
改
正
に
基
づ

き
、
農
薬
の
安
全
性
を
最
新

の
科
学
的
知
見
で
見
直
す

「
再
評
価
制
度
」
が
本
格
化

れ
る
場
合
、
登
録
が
可
能
と

な
る
。
ま
た
、
環
境
生
物
へ

の
影
響
評
価
で
は
、
従
来
の

水
産
動
植
物
以
外
に
も
水
草

や
鳥
類
、
野
生
ハ
ナ
バ
チ
類

も
対
象
に
追
加
し
た
。

　

令
和
３
年
か
ら
制
度
の
運

用
が
始
ま
り
、
そ
れ
以
降
に

登
録
申
請
さ
れ
た
新
規
成
分

を
含
む
農
薬
や
、
再
評
価
を

終
了
し
た
農
薬
で
は
、
防
護

装
備
の
着
用
や
、
使
用
制
限

が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。
例
え
ば
、
再
評
価
の
結

果
、
使
用
作
物
の
制
限
（
例

：
り
ん
ご
、
み
か
ん
、
ぶ
ど

う
の
適
用
見
直
し
）
や
希
釈

倍
数
の
変
更
（
１
０
０
０
〜

２
０
０
０
倍
か
ら
２
０
０
０

倍
へ
の
変
更
）
な
ど
、
適
用

表
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
場

合
が
あ
る
。
ま
た
、
使
用
者

へ
の
暴
露
リ
ス
ク
が
高
い
場

合
に
は
手
散
布
に
限
定
さ

れ
、
機
械
散
布
が
認
め
ら
れ

な
い
と
い
っ
た
変
更
も
想
定

さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
ミ
ツ
バ
チ
へ
の

影
響
評
価
を
踏
ま
え
、
開
花

期
の
使
用
を
避
け
る
と
い
っ

た
条
件
が
ラ
ベ
ル
に
追
記
さ

れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

26
年
６
月
５
日
現
在
、
再

評
価
が
終
了
し
た
農
薬
は
４

剤
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
マ
ス

ク
な
ど
の
防
護
装
備
の
着
用

が
求
め
ら
れ
て
い
る
農
薬
も

出
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
農
薬

に
つ
い
て
は
、
新
た
に
ラ
ベ

ル
に
表
示
さ
れ
る
形
と
な
る

た
め
、
使
用
者
に
と
っ
て
は

ラ
ベ
ル
確
認
の
重
要
性
が
一

段
と
高
ま
っ
て
い
る
。な
お
、

使
用
制
限
が
変
更
さ
れ
る
場

合
は
、周
知
が
行
わ
れ
る（
現

時
点
で
終
了
し
て
い
る
４
剤

に
は
使
用
制
限
が
行
わ
れ
て

い
な
い
）。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
ラ
ベ
ル
を
よ
く
見

て
、
従
来
同
様
に
使
用
で
き

る
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
る
。

を
確
認
し
た
う
え
で
登
録
し

て
い
る
。
節
水
型
乾
田
直
播

は
、
登
録
時
に
確
認
し
た
慣

行
栽
培
の
試
験
条
件
と
は
異

な
る
た
め
、
農
薬
の
残
留
濃

度
が
異
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
こ
の
た
め
、
節
水
型
乾

田
直
播
に
お
い
て
「
直
播
水

稲
」
と
記
載
の
あ
る
農
薬
を

使
用
す
る
場
合
に
は
、
残
留

濃
度
を
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
の
確
認
は
県
で
交
付

金
な
ど
を
活
用
し
て
対
応
す

る
こ
と
も
で
き
る
」
と
述
べ

る
。

　

農
薬
の
使
用
条
件
が
変
化

し
つ
つ
あ
る
中
、
現
場
で
は

改
め
て
「
ラ
ベ
ル
を
見
る
」

そ
し
て
理
解
す
る
こ
と
の
重

要
性
が
問
わ
れ
て
い
る
。

運動要綱
留意点

ク
ロ
ッ
プ
ラ
イ
フ
ジ
ャ
パ
ン
啓
発

ク
ロ
ッ
プ
ラ
イ
フ
ジ
ャ
パ
ン
啓
発

　

農
薬
の
適
正
使
用
と
飛
散

防
止
の
徹
底
が
、
安
定
し
た

農
業
生
産
と
地
域
の
信
頼
確

保
の
両
面
か
ら
重
要
性
を
増

し
て
い
る
。
農
薬
メ
ー
カ
ー

な
ど
で
組
織
し
て
い
る
ク
ロ

ッ
プ
ラ
イ
フ
ジ
ャ
パ
ン
（
旧

農
薬
工
業
会
）
が
作
成
し
て

い
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
は
、

農
薬
使
用
時
に
留
意
す
べ
き

基
本
事
項
が
体
系
的
に
示
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
中
心
に
あ

る
の
が「
使
用
基
準
の
厳
守
」

で
あ
る
。

　

最
初
に
強
調
さ
れ
て
い
る

の
は
、
農
薬
は
登
録
さ
れ
た

も
の
を
使
用
し
、
ラ
ベ
ル
の

記
載
内
容
を
必
ず
確
認
す
る

こ
と
で
あ
る
。
農
林
水
産
省

の
登
録
番
号
が
あ
る
こ
と
、

適
用
の
あ
る
作
物
名
と
適
用

病
害
虫
が
一
致
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
、
さ
ら
に
希
釈

倍
数
や
使
用
量
、使
用
時
期
、

使
用
回
数
な
ど
を
正
確
に
守

る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

基
準
は
農
薬
取
締
法
に
基
づ

き
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、

の
重
大
事
故
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
安
全
確

保
の
徹
底
が
重
要
で
す
。
安

全
装
置
の
機
能
確
認
や
適
切

な
保
護
具
の
着
用
は
、
作
業

者
自
身
の
安
全
確
保
に
不
可

欠
で
あ
り
、
農
業
機
械
に
よ

る
巻
き
込
ま
れ
や
転
倒
等
の

事
故
リ
ス
ク
に
も
十
分
留
意

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
圃

場
内
外
の
安
全
確
認
を
徹
底

す
る
と
と
も
に
、
作
業
手
順

の
遵
守
と
無
理
の
な
い
姿
勢

に
よ
る
操
作
を
心
が
け
、
余

裕
を
持
っ
た
作
業
の
実
施
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
近
年
は
高
温
環

境
下
で
の
作
業
機
会
が
増
加

し
て
お
り
、
熱
中
症
対
策
も

重
要
な
安
全
管
理
の
一
環
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
ま
め
な
水
分
補
給
や
休

憩
の
確
保
、
作
業
時
間
帯
の

工
夫
な
ど
、
作
業
者
の
体
調

管
理
を
含
め
た
総
合
的
な
安

全
配
慮
が
必
要
で
す
。

　

日
本
農
業
機
械
工
業
会
防

除
機
部
会
で
は
、
こ
れ
ら
基

本
動
作
の
遵
守
を
通
じ
、
事

故
防
止
と
作
業
精
度
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
安
全
意

識
の
向
上
に
向
け
た
啓
発
活

動
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

関
係
者
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
基
本
の
徹
底
と

安
全
意
識
の
向
上
に
一
層
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

農
薬
危
害
防
止
！
一
歩
先
の
対
策
を

農薬危害防止運動のポスター

し
て
い
る
た

め
だ
。

　

こ
の
再
評

価

制

度

で

は
、
既
存
農

薬

に

つ

い

て
、
お
お
む

ね
15
年
ご
と

に
最
新
の
科

学
的
知
見
に

基
づ
い
て
安

全
性
等
の
再
評
価
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
て
登
録
内
容

（
適
用
作
物
、
使
用
方
法
や

希
釈
倍
数
な
ど
）を
見
直
す
。

審
査
内
容
に
つ
い
て
は
、
農

薬
使
用
者
へ
の
影
響
評
価
で

は
、
毒
性
の
強
さ
だ
け
で
な

く
、
使
用
方
法
に
よ
っ
て
異

な
る
暴
露
量
も
考
慮
し
た
評

価
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
防

護
装
備
を
着
用
す
る
な
ど
に

よ
り
暴
露
量
が
許
容
量
を
超

え
な
い
場
合
に
は
登
録
が
認

め
ら
れ
る
。
ミ
ツ
バ
チ
へ
の

影
響
評
価
で
は
、
個
体
試
験

に
加
え
て
、
花
粉
や
花
蜜
の

巣
へ
の
持
ち
帰
り
に
よ
る
、

巣
内
の
ミ
ツ
バ
チ
へ
の
影
響

も
評
価
し
て
い
る
。
ミ
ツ
バ

チ
群
の
維
持
に
支
障
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
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